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【目的】アルコール類の酸化反応は、有機合成反応中間体として重要なカルボニ
ル化合物合成法の一つであり、クロム酸、活性化 DMSO(Swern酸化等)あるいは超
原子価ヨウ素試薬等を用いた酸化法が広く知られている。近年では分子状酸素を
用いたアルコール類の酸化反応が、グリーンな反応として注目を集めている。そ
こで今回、触媒の回収が容易で再利用が期待される不均一系触媒を用いた酸素雰
囲気下での環境負荷低減型アルコール酸化反応の開発を検討した。 
【結果】まず、二級ベンジルアルコールを基質としてトルエン中酸素雰囲気下、
入手容易な活性炭担持型遷移金属触媒の活性を検討・比較した。その結果、基質
に対して 5 mol %のルテニウム炭素(Ru/C)を用いた場合にケトンへの酸化が効率よ
く進行した。また、第一級ベンジルアルコールを基質とした酸化反応ではアルデ
ヒドが高収率で得られ、カルボン酸への過剰酸化は全く認められなかった。さら
に、大気中の酸素でも反応は問題なく進行することが明らかとなった。本法は不
均一系 Ru/Cを触媒とした、アルコールの環境調和型酸化反応であり、工業的適用
が期待される。


